
 
 
 
 
 
 
 

  

 
佐 世 保 市 立 赤 崎 小 学 校 

令和３年３月２２日 No.３９ 学 校 通 信 

文責 校長 鶴田 和久 

卒業式 ６年生、立派でした 

３月１８日（木）。赤崎小学校第７４回卒業証書授与式を執り行いました。 
当日は、朝からすがすがしい、とてもよい天候で、５年生に至ってはいつもよりかなり

早い時刻から登校してきている児童が見受けられ、張り切っている様子が伝わってきま
す。天候も子供たちを祝福してくれている、そんな気持ちでした。 
受付では、担当の職員が「おめでとう」と出迎える中、どこか面映ゆそうな表情を浮か

べながら「ありがとうございます」と笑顔を見せてくれています。受付名簿の横には、先
日、読み語りボランティアのみなさんからいただいた「ふくろう」の胸章。「好きなふくろ
うを連れて行って」と声をかけられた卒業生はあれこれ迷いながらお気に入りのふくろう
を選び、教室へと足を向けます。その途中には、祝電などの掲示物が。「すごい！○○園か
らだ！！」「あっ、○○先生！」と歓声を上げながら、教室の中へ。壁面や黒板には、各学
年からのお祝いのメッセージがところ狭しと。自分の机の上には卒業記念の辞書や卒業証
書を入れる筒が整然と並べてあります。晴れやかな笑顔を浮かべながらも、どことなく面
映そうな表情をみせています。 
そして、卒業証書授与式本番、心地よい緊張感の中、卒業生の一人一人の名前が担任の

江村先生、石橋先生、永柄先生、加藤先生より呼名されます。 
それに答えるしっかりとした声。 
証書を受け取るきびきびとした所作。 
力強い目の光と引き締まった表情。 
緊張の様子は感じられましたが、 
「おめでとう」と証書を渡すときの声かけに対し、 
「ありがとうございます」としっかり受け応える児童。 
無言でにっこり笑顔を浮かべる児童。 
唇を真一文字に結び、しっかりとうなずく児童。 
どの児童もとてもすばらしかったと思います。 
そして、在校生代表の５年生と卒業生が対面して行う「別れのことば」。思いをことばに

乗せて、心がこもったことばや歌が体育館に響いていました。 
こうして、赤崎小学校全児童が心を一つにして、立派に卒業証書授与式を行うことがで

きました。 
１年生から４年生までの児童の参加と来賓の皆様のご臨席は叶いませんでしたが、保護

者の皆様方に、見守っていただきながら無事に式を終えることができました。心より感謝
しています。ありがとうございました。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 右の写真、お分かりでしょうか。 
 そうです。赤崎小学校のホームページ

の写真です。４月６日の始業式の日から

毎日、子どもたちの日々の生活を発信す

ることで、学校の様子をお知らせしよう。

学校からの情報発信の窓口にしようと取

り組んできました。 
 そうはいったものの、果たしてどこま

で続けることができるだろうか。そもそ

も、見ていただけているのだろうか。自分

の独りよがりではなかろうか。と、くじけ

そうになることも実はありました。 
 しかし、ホームページを閲覧していた

だいた人数が、今日は２４名。今日は 

２６名といらっしゃることが分かり、そ

のことを励みに継続してきました。気が 
つけば、まもなく一年が経とうとしています。 
 下のグラフは、令和２年４月１日から令和３年３月１９日の間に赤崎小学校ホームページを

閲覧（アクセス）していただいた人数の推移を表したものです。合計すると１９，８６６名。

一月平均約１，６５６名の方に見ていただいたことになります。 
 改めてたくさんの方に見ていただけていること感謝しています。よりよいホームページとな

るよう更に努力をしていきたいと思います。今後もたくさんの閲覧をしていただき、学校の様

子を見守っていただきますようお願いします。 

ホームページ閲覧、ありがとうございました 
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